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第2期中期計画期間における研究開発の展開

第2期中期計画における達成目標

 処分場の設計・安全評価に活用できる実用的なデータベース・解析ツールの整備
 現実的な処分概念の構築手法・総合的安全評価手法の整備
 地上からの精密調査の段階に必要となる技術基盤の整備と実施主体や安全規

制機関への提供
 処分事業と安全規制への円滑な技術移転
 国民との相互理解促進
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 第2期中期計画期間の研究開発の位置づけ

 連携・統合を念頭においた研究開発の実践

 地上からの調査技術パッケージの移転

 水平坑道を活用した理解促進活動の本格化

 H22年度（5ヵ年の初年度）の位置づけ

 5ヶ年計画の具体化／連携テーマの決定／連携体制の整備

 H23年度の位置づけ

 連携業務の具体化と成果の公開



第2期中期計画期間における研究開発の展開
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統合マップ：中期計画達成とユーザー（事業・規制等）への反映を見据えた
インデックスマップ（別添資料に拡大版）

2010
(H22)

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26) 具体的な成果物

原位置適用性の計画検討 原位置適用性の計画策定 適用性評価

人工バリアの長期挙動に関するデータ拡充、モデル高度化

試験計画検討

DB開発/ 拡充

試験実施・高度化・実証

放射性核種の長期挙動に関するデータ拡充、モデル高度化

複合挙動のモデル高度化

試験計画策定 試験実施

深地層の研究施設等で取得される実際の地質環境情報を活用

調査技術やモデル化手法の妥当性を評価

深地層における工学技術の適用性を確認

知識ベースの充実・容易に利用可能なように整備

・統合化されたKMS

・第二期中期計画のCoolRep

・概要調査および地上からの精密調査段階
の合理的なサイト評価

・概要調査および地上からの精密調査情報
に基づくセーフティケースの構築

(3)深地層における工学技術の整備

安全評価手法の高度化

深地層の科学的研究

概要調査および地上からの精密調査の
結果に基づく、現在および時間変遷を考
慮した地質環境モデルの構築

概要調査および地上からの精密調査結
果に基づく、処分システムの概念や安全
評価を考慮した地下施設の設計

反映先

概要調査および地上からの精密調査の
結果に基づいて構築された地質環境モデ
ルをベースとした処分場の設計

概要調査および地上からの精密調査の
結果に基づいて構築された地質環境モデ
ルをベースとした総合的な安全評価

処分システムに関する工学技術の信頼性向上 （１）処分場の総合的な工学技術の整備
・実用的視点での処分場全体及び構成要素の設計フロー

（２）処分場の設計・施工技術の整備
・人工バリア基本特性に関するDB
・グラウト基本特性に関するDB
・埋め戻し対象となる坑道・試錐孔等の分類・整理の考え方と作業フ
ロー
・地下施設建設段階における低アルカリ性セメント材料を利用した情報
化施工の実証事例に関するフローと関連するノウハウ
・地下施設における人工バリア定置技術の実証事例に関するフローと
関連するノウハウ

（３）長期健全性評価技術の整備
・ニアフィールドにおける個別挙動及び複合挙動の計測システム構築と
解析・評価に関する作業フローと関連するノウハウ
・堆積軟岩の長期力学挙動の評価の考え方と評価事例のフロー

(1)処分場の総合的な工学技術の整備

(2)処分場の設計・施工技術の整備

(3)長期健全性評価技術の整備

●処分場の設計・安全評価に活用できる実用的なデータベース・解析ツールの
整備

●現実的な処分概念の構築手法・総合的安全評価手法の整備

(2)モデル化技術の整備

(3)データベース開発

 KMSの開発

(1)深部地質環境特性理解のための
方法論の構築（←地質環境特性調査評価技

術）

(2)地質環境の長期安定性評価手法
の整備

●地上からの精密調査の段階に必要となる技術基盤の整備し実施主体や安
全規制機関に提供

●天然現象に伴う地質環境の変化を予測・評価する手法を整備

総合性能評価を行うための枠組み（個別要素技術とそれらの関係
およびそ の意味を示した相関図）の構築と、 それを構成する以下
の重要な要素技術の構築に必要なノウハウや判断根拠などを示
したフロー。

(1)評価手法
I ・精密調査段階で得られる情報を想定したシナリオの考え方， シナリ
オ構築のフローと関連するノウハウ
II ・調査段階毎で評価すべき天然事象シナリオの案とリスク論的分類
の考え方を整理した フロー
III ・調査段階を通して適用可能な安全確保の考え方と調査段階毎に用
いるべき安全評価モデルの構築フロー
IV ・先進核燃料サイクルにおける処分の観点からの最適化に関する
考え方，評価事例のフロー
 　・設計オプション間の性能を不確実性を含めて評価するための技術
およびその評価事例のフロー
(2)モデル化技術
V ・実際の表層環境条件およびその時間的変遷を考慮した生物圏評
価モデル構築に関する作業フローとノウハウ
VI ・亀裂に起因した不均質性を考慮した水理・物質移行評価のフロー
とノウハウ
（3）データベース開発
・JAEA-TDBにおける精密調査地区を意識した鉱物/水反応を取り込ん
だDB
・多様なシナリオ，システムの時間変遷等を考慮した核種移行パラメー
タ設定とコロイド・微生物などの影響を加味した評価ツールの構築フ
ロー

（１）深部地質環境特性理解のための方法論の構築

・地上からの地質環境調査に関わる計画立案、実施、モデ

ル化・解析技術に関するノウハウや判断根拠などを含むフ
ローやES

・地質環境DB／調査・解析などに関するQMSマニュアルな
ど

（２）地質環境の長期安定性評価手法の整備

・地質環境の長期変遷解析手法，自然事象に関する影響
評価モデル化ツール，年代測定手法に関する報告書類や

データベース，解析ソフトウェア

（３）深地層における工学技術の整備

・地上からの調査結果と関連する解析などに基づき地下深

部に研究坑道を設計し、建設する技術に関するフロー

(1)評価手法の整備

中期計画

●処分事業と安全規制への円滑な技術移転

1)地層処分研究

2)深地層の科学的研究

3)知識ベースの構築

処分場設計ツールとして集約 処分場設計ツールの更新

次段階の調査情報等に基 づくモデル高度化

各種試験（岩盤クリープ、OP腐食、人バリ性能）

計画の検討

現実的処分概念に関するDBの 整備

予備的安全評価に必要なツール の整備I  長期安全性提示に必要なツール整備

V  表層環境条件を反映した生 物圏モデル の構築手順提 時間変遷を考慮したモデル構 築手法の提示

水理物質移行評価手法の整理VI 不均質性を考慮したパ ラメータ設定 方法整理

II  自然事象（長期変遷）を考慮したモデル の例示、シナリオ構築手法の整 備

IV 先進核燃料サイクル を想定した知見 の整備

次段階の調査におけるノウハウの 整備

先進核燃料サイクルの最適化の事例提示

IV  閉鎖後安全確保の考え方の整備

II I 安全評価モデルの検討

段階ごとに用いる安全評価モデルの構築

安全評価モデルの

適用性評価

地質環境の調査／モデル更新の考え方・ フローの提示

地質環境DB/品質保証・管理マニュアルの 整備

モニタリングの考え方有効性の整備

地上からの体系的評価

手法の整備

地上からの調査で必要な技術基盤の整備

将来の地質環境の変化の幅を概括的 に評 価する手法の整備

地下施設を利用した段階で必要な技術基盤の整 備

変動シナリオを考慮した地質環境の変化の幅 を

予測・評価する手法の開発

データ取得と取得データの評価
総合評価

（必要に応じた課題の検討）

課題の抽出と関連する

技術の検討既往技術の適用性評価

統合化されたKMSの構築

CoolRepH22

KMSツールの改良・

高度化計画 プロトタイプの改良版 作成

性能評価に必要なDBの整備

時間的変遷を考慮した核種移 行パラメータに関 する整備

安全評価モデルの構築

・人工バリアの長期挙に関するモデル 高度化

・DB開発の推進とOPに関するDBの公開
・緩衝材の膨潤特性試験法の標準化に向けたデータ整備

・ｐHセンサーシステムの適用性確認

・実規模整備事業への協力（幌延）

・核種の溶解・ 移行等のモデル高度化

・基礎データ拡充、DB開発

・ガラス溶解に関するDBの公開

・岩盤規模や不均質性等を踏まえた性 能評価の考え方 の提示

・天然現象の影響を考慮した性能評価手 法の提示

・4 80m程度までの立坑掘削中の観測データや坑道内でのボーリング調査等の結果に基づき、

地質環境の調査技術やモデル化手法の妥当 性等を評価

・坑道の設計・ 施工技術等の適用性確認 （以上、瑞浪）
・2 50m程度までの坑道掘削中の観測データや坑道内でのボーリング調査等の結果に基づき、

地質環境の調査技術やモデル化手法の妥当 性等を評価
・坑道の設計・ 覆工技術の適用性、湧水抑制対 策の有効性の確認

・西立坑の掘削に着手 （以上、幌延）

・地殻変動や火山活動に伴う地質環境条件の変動幅 の予測手法の 開発

・活断の伸展可能性や影響の評価技術の整備

・坑道内で遭遇する断層の活動性の評 価手法の整備 （以上、長期安定性）

・上記成果に基づき、地層処分の安全確 保の考え方や安全評価

に係る様々な論拠を知識ベースとして体系化、適切 に管理・継 承

・知識マネジメントシステムの改良・高度化
・知識データベースの拡充、 実施主体や規制機関 等への提供

・処分事業と安全規制の両面を支える技術基盤

を整備

・実施主体、安全規制機関への円滑な技術移転

・地層処分に関する国民との相互理解促進

原位置での技術の実証、 品質管理要件の 整理

必要に応じて随時更新
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第2期中期計画期間における研究開発の展開

 研究開発の全体方針
 事業／規制のニーズに対する基盤研究開発としての取り組みの例

（NUMOニーズ（NUMO‐TR‐10‐02）、規制支援研究計画（保安院2009）など）

 URL等を活用した、分野間の連携に基づく体系化の実証

（e.g.不確実性の低減に関する検討など）

 超長期評価の考え方

 10万年程度の地質環境長期変化の評価手法

 沿岸域調査技術

 オーバーパックの腐食速度、安全機能評価

 連成挙動の現象理解

 精密調査結果の妥当性レビューのための判断指標などに

関連する情報の提供
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地質環境モデルをベースとした連携の例
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地質環境モデル
・分野間の整合性確認
・不確実性要因の抽出
・ ・・・・・

地質環境

安全評価 処分場の設計
実際の地質環境
情報などに基づく

安全評価

実際の地質環境
情報などに基づく
処分場概念構築

設計・安全評価を考慮
した実効的な地質環境

モデル構築

地質

岩盤水理

地球化学

岩盤力学

連携

＊地質環境モデル：地層処分の観点から重要な特性等を表現したモデルおよびその解説など

第2期中期計画期間における研究開発の展開

 研究開発の全体方針

 技術移転の方策

 データベースの拡充と公開

 分野間の統合化に関する事例の提示と適用した

ノウハウを含むフローやマニュアルの提示

 専門家による技術協力（技術報告書等のレビューなど）

 相互理解促進の方策

 研究坑道の見学による地層処分技術に関する理解促進

 KMSなどを利用した双方向コミュニケーションによる技術の信頼性向上

 成果報告会・情報交換会等での成果公開による地層処分技術の理解促進

 出張授業の積極的参加による地層処分技術者の信頼感醸成

 地域行事への参加による信頼関係の構築

など

5


